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RX62G 
CubeSuite+ 用ルネサススタータキットのサンプルコード 

要旨 
Renesas Starter Kitsは、低価格の開発ツールキットです。ルネサスマイコン評価のためのユーザフレンドリー

な開発環境を提供し、付属のエミュレータおよび統合開発環境を使用して、コーディングやデバッグが行え

ます。 

本サンプルコードは RX62G Renesas Starter Kits 用 CubeSuite+サンプルコードです。本サンプルコードを使

用する場合は別途 CubeSuite+をインストールする必要があります。 

動作確認デバイス 
RX62G 
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1. CubeSuite+のインストール 
CubeSuite+をインストールしていない場合、以下から最新版の CubeSuite+をダウンロードしてインストール

してください。 
 
http://japan.renesas.com/cubesuite+_download 
 

2. CubeSuite+プロジェクトの起動 
以下のファイルをダブルクリックするか、CubeSuite+のスタートメニューの[既存のプロジェクトを開く]の

[Go]ボタンを押して以下のファイルを選択してください。 
 

<サンプルコードを解凍したフォルダ>¥an_r20an0277jj0100_rx62g_rsk¥62grsk¥62GRSK¥62GRSK.mtpj 

 

3. サブプロジェクトの選択 
サンプルコード用プロジェクトは Tutorial および周辺機能毎にサブプロジェクトを用意しています。 
プロジェクト起動後、以下の方法で使用したい Tutorial または周辺機能のサブプロジェクトをアクティブに

してください。 
 

(1) サブプロジェクトをアクティブにする方法 

プロジェクトツリーパネルから使用したい Tutorial または周辺機能のサブプロジェクトを選択して右ク

リックしコンテキストメニューを開いて[アクティブプロジェクトに設定]を選択してください。 
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アクティブになったプロジェクトはプロジェクトツリーパネルのプロジェクト名にアンダーラインが付き

ます。 

 
 

4. 使用しないサブプロジェクトの削除 
ビルドを実行するとアクティブでないサブプロジェクトも含めプロジェクトツリーパネル上にある全プロ

ジェクトをビルドします。 
使用しないサブプロジェクトは以下の方法でプロジェクトツリーパネルから削除できます。 
 

(1) サブプロジェクトの削除方法 

プロジェクトツリーパネルから使用しない周辺機能のサブプロジェクトを選択して(［Ctrl］キーや［Sift］キー

を使用すると複数のサブプロジェクトを選択できます。)右クリックしてコンテキストメニューを開いて[プロ

ジェクトから外す]を選択してください。 
 

 
 

 

アクティブプロジェクト
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5. デバッグツールの変更 
アクティブなデバッグツールが E1 エミュレータ[RX E1(JTAG)]でない場合、デバッグツールを変更する必

要があります。 
アクティブなデバッグツールはプロジェクトツリーパネルの(デバッグツール)で確認できます。 
デバッグツールが[RX E1(JTAG)]でない場合、メニューから[デバッグ]→[使用するデバッグツール]→[RX 

E1(JTAG)]を選択してください。 
デバッグツールが[RX E1(JTAG)]の場合は変更する必要はありません。 

 

6. デバッグツールプロパティの設定 
E1 エミュレータを接続する前にプロジェクトツリーパネル内の RX E1(JTAG)(デバッグ・ツール)をダブル

クリックしてプロパティパネルを開き[接続用設定]タブ内の[メインクロック周波数]や[電源供給]の設定を行

う必要があります。 
本プロジェクトでは以下を設定済みです。 
ターゲットボードに外部電源を供給する場合は[エミュレータから電源供給をする]を[いいえ]に設定して

ください。 
 

表 RX62G 用 CubeSuite+プロジェクト[RX E1(JTAG)]プロパティ設定内容 
タブ カテゴリ 項目 設定値 
接続用設定 クロック メインクロック周波数[MHz] 12.5 

ターゲットボードとの接続 エミュレータから電源供給をする

(最大 200mA) 
はい 

供給電圧 5.0V 
 

 
 

本例では RX E1(JTAG)が
アクティブなデバッグ

ツールです。 
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7. プログラムのビルド 
メニューから[ビルド]→[ビルド・プロジェクト]を選択するとプロジェクトのビルドを行います。ビルド結

果は出力パネルに表示されます。 

 

8. E1 エミュレータの起動 
E1 エミュレータを Renesas Starter Kits に接続してください。 
Renesas Starter Kits のスイッチ設定、E1 エミュレータとの接続方法は Renesas Starter Kits に付属のドキュメ

ントを参照してください。 
メニューから[デバッグ]→[デバッグ・ツールへダウンロード]を選択してください。 
E1 エミュレータが起動しプログラムのダウンロードを行います。 
 
E1 エミュレータ起動時以下の警告メッセージが出力されることがあります 

 
 
タイマ計測機能を使用しない場合、本メッセージは無視してください。 
タイマ計測機能を使用する場合、RX E1(JTAG)(デバッグ・ツール)をダブルクリックしてプロパティパネル

を開き[デバッグ・ツール設定]タブを選択して[動作周波数[MHz]]に 100 を入力してください。 
 

 
 

9. プログラムの実行 
ダウンロード終了後、メニューから[デバッグ]→[実行]を選択すると、プログラムを実行します。 
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ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/contact/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 
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改訂記録 

Rev. 発行日 
改訂内容 

ページ ポイント 
1.00 2013.10.23 - 新規作成 

    
 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 



© 2013 Renesas Electronics Corporation and Renesas Solutions Corp. All rights reserved.



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


